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日
韓
の
文
化
財
返
還
問
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

日
韓
国
交
正
常
化
六
十
年
を
迎
え
、
両
国
間
の
友
好
・
親
善
の
一
層
の
深
化
が
望
ま
れ
る
。 

 

日
韓
基
本
条
約
と
と
も
に
「
文
化
財
及
び
文
化
協
力
に
関
す
る
日
本
国
と
大
韓
民
国
と
の
間
の
協
定
」
も
一
九
六
五
年
に
締

結
さ
れ
、
朝
鮮
半
島
由
来
の
文
化
財
の
引
渡
し
が
行
わ
れ
た
。
外
務
省
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
同
協
定
の
合
意
議

事
録
に
は
、
「
日
本
側
代
表
は
、
日
本
国
民
が
そ
の
所
有
す
る
こ
れ
ら
の
文
化
財
を
自
発
的
に
韓
国
側
に
寄
贈
す
る
こ
と
は
日

韓
両
国
間
の
文
化
協
力
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
、
政
府
と
し
て
は
こ
れ
を
勧
奨
す
る
も
の
で
あ
る
と
述
べ

た
。
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

以
下
、
質
問
す
る
。 

一 

こ
の
合
意
議
事
録
に
あ
る
と
お
り
、
日
本
国
民
が
所
有
す
る
文
化
財
を
韓
国
に
寄
贈
す
る
よ
う
政
府
と
し
て
勧
奨
し
た
事

案
は
、
同
協
定
の
発
効
以
来
何
件
あ
る
か
。
政
府
の
勧
奨
を
経
て
返
還
さ
れ
た
文
化
財
の
件
数
及
び
一
覧
を
示
さ
れ
た
い
。 

二 

韓
国
国
会
は
二
〇
一
三
年
十
二
月
十
日
に
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
朝
鮮
大
元
首
兜
・
鎧
の
返
還
を
要
求
す
る
決
議
を
採

択
し
た
。
同
決
議
で
は
、
韓
国
政
府
が
日
本
政
府
に
調
査
を
求
め
、
不
法
搬
出
が
確
認
さ
れ
れ
ば
、
直
ち
に
韓
国
国
立
古
宮

博
物
館
に
返
還
す
る
よ
う
求
め
よ
と
し
、
韓
国
政
府
に
日
本
と
の
交
渉
を
促
し
て
い
る
。
日
本
政
府
は
同
決
議
に
基
づ
く
調



 

２ 

 

査
の
要
請
を
韓
国
政
府
か
ら
受
け
て
い
る
か
。
も
し
調
査
の
要
請
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
日
本
政
府
は
ど
の
よ
う
に

対
応
し
て
き
た
か
。
ま
た
、
実
際
に
調
査
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
調
査
結
果
と
そ
の
後
の
対
応
に
つ
い
て
も
明
ら

か
に
さ
れ
た
い
。 

三 

韓
国
国
会
は
二
〇
一
四
年
十
二
月
九
日
に
現
在
大
倉
文
化
財
団
が
所
蔵
す
る
利
川
五
重
石
塔
の
調
査
と
資
料
公
開
を
韓
国

政
府
が
日
本
政
府
に
要
請
す
る
こ
と
を
求
め
、
日
本
政
府
に
も
積
極
的
な
取
組
を
促
し
て
い
る
。
日
本
政
府
は
利
川
五
重
石

塔
に
つ
い
て
の
要
請
を
韓
国
政
府
か
ら
受
け
て
い
る
か
。
要
請
を
受
け
て
、
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
き
た
か
。
明
ら
か
に
さ

れ
た
い
。 

四 

今
年
五
月
に
、
二
〇
一
二
年
に
対
馬
の
観
音
寺
か
ら
盗
ま
れ
た
観
世
音
菩
薩
像
が
十
三
年
ぶ
り
に
韓
国
か
ら
返
還
さ
れ
、

六
月
に
は
鎌
倉
・
高
徳
院
に
あ
っ
た
観
月
堂
の
建
物
が
ソ
ウ
ル
に
返
還
さ
れ
た
こ
と
が
発
表
さ
れ
た
。
欧
州
各
国
で
は
二
〇

一
七
年
マ
ク
ロ
ン
仏
大
統
領
が
ブ
ル
キ
ナ
フ
ァ
ソ
訪
問
時
に
美
術
品
返
還
の
方
針
を
示
し
て
以
来
、
各
国
の
博
物
館
・
美
術

館
・
大
学
・
研
究
機
関
か
ら
旧
植
民
地
・
占
領
地
に
文
化
財
を
返
還
す
る
動
き
が
始
ま
り
、
具
体
的
に
進
展
し
て
い
る
。 

 
 

複
雑
な
経
過
の
多
い
文
化
財
の
返
還
問
題
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
内
外
の
文
化
財
返
還
の
動
き
を
受
け
て
、
日
本
政
府
と

し
て
も
、
来
歴
を
詳
し
く
調
査
し
、
公
表
し
て
、
誠
実
に
対
応
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
旧
植
民
地
や
占
領
地
か
ら
我
が
国



 

３ 

 

に
持
ち
込
ま
れ
た
文
化
財
、
例
え
ば
、
中
国
か
ら
「
戦
利
品
」
と
し
て
持
ち
出
さ
れ
た
文
化
財
や
琉
球
か
ら
持
ち
出
さ
れ
た

琉
米
修
好
条
約
原
本
等
の
う
ち
、
返
還
を
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、
日
本
政
府
は
現
在
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き

と
考
え
て
い
る
の
か
。
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


